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★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
７
月
の
豪

雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
が

主
な
も
の
で
、
20
億
２
０
４

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
累

計
予
算
は
２
３
７
億
１
０
９

６
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
農
業
施
設
災

害
復
旧
費
分
担
金
５
０
５

８
万
６
千
円
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
負
担
金
２

億
６
７
４
７
万
３
千
円
、
農

9月定例会

林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
５
億
８
３

２
１
万
１
千
円
、
災
害
復
旧

債
４
億
５
７
２
０
万
円
。
食

肉
等
流
通
体
制
整
備
事
業

費
補
助
金
１
億
４
４
５
４
万

円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
２
億
１
８
６
万
円
及
び
、

財
部
き
ら
ら
館
改
修
に
伴

う
商
工
債
７
６
９
万
円
等
の

追
加
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
市
民
の
健
康

増
進
・
福
祉
向
上
を
図
る

た
め
の
施
設
整
備
に
係
る

用
地
取
得
費
等
、
６
０
５

２
万
１
千
円
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料

等
２
８
５
２
万
円
、
鹿
児
島

く
み
あ
い
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱

へ
の
食
肉
等
流
通
体
制
整

備
事
業
費
補
助
金
１
億
４

４
５
４
万
円
、
財
部
き
ら
ら

館
改
修
事
業
費
８
１
８
４

万
５
千
円
。

　

現
年
発
生
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
費
10
億

２
７
７
６
万
円
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
４
億
１

３
７
２
万
円
、
各
市
有
施

設
に
お
い
て
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
で
き
る
た
め

の
ア
ン
テ
ナ
工
事
費
及
び
テ

レ
ビ
等
の
備
品
購
入
費
１
８

７
８
万
１
千
円
の
追
加
が
主

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

災害の復旧に

14億4,148万円
農地・農業用施設・公共土木施設

　

9
月
定
例
会
は
、
9
月
6
日
に
開
会
し
、
9
月
28

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
曽
於
市
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設

置
並
び
に
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
や
曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
平
成
22

年
度
予
算
の
補
正
に
関
す
る
も
の
の
他
、報
告
3
件
、

議
案
14
件
、
認
定
案
1
件
、
諮
問
2
件
、
同
意
案
1

件
、
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
決
議
案
他
、
発
議
2

件
、
陳
情
2
件
な
ど
を
審
議
・
議
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、平
成
21
年
度
の
決
算
認
定
案
7
件
に
つ
い
て
は
、

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

予　
算

︱ 

９
月
定
例
会 

︱

大石  集落

寄り州の堆積状況

河川幅員狭小

庄内川・溝ノ口川　合流点

中谷小学校付近　地すべり

中谷地区公民館・体育館

県境線

庄内川

７
月
３
日 

中
谷
地
区
の
豪
雨
災
害

（
大
石
上
空
か
ら
中
谷
方
向
を
撮
影
）

中谷地区水田約 32ha が埋没
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災害の復旧に

14億4,148万円
農地・農業用施設・公共土木施設

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
４
０
１

万
１
千
円
を
追
加
し
、
累

計
予
算
は
60
億
３
４
０
２

万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
新

共
同
電
算
対
応
シ
ス
テ
ム

改
修
及
び
財
源
調
整
に
よ

る
前
年
度
繰
越
金
３
８
７

万
１
千
円
等
で
あ
り
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
新
共

同
電
算
対
応
シ
ス
テ
ム
改

修
に
伴
う
疾
病
予
防
費
３

６
７
万
５
千
円
等
で
あ
り

ま
す
。

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
１
３

３
１
万
４
千
円
を
追
加
し

累
計
予
算
は
44
億
７
５
５

９
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
増
額
に
対
す
る

国
庫
支
出
金
３
６
４
万
９

千
円
、
支
払
基
金
交
付
金

３
６
７
万
３
千
円
等
で
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
７
月
31
日
ま
で

の
介
護
保
険
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
に
係
る
高
額
医

療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

１
２
２
４
万
６
千
円
等
で

あ
り
ま
す
。

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
・
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
２
８
５

万
８
千
円
を
追
加
し
累
計

予
算
は
３
億
９
５
７
７
万

８
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
受
益
者
負
担

金
現
年
度
分
54
万
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
２
３
１
万

８
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
排
水
設
備
工

事
費
補
助
金
80
万
円
と
処

理
場
修
繕
費
２
０
５
万
８

千
円
で
あ
り
ま
す
。

★�

曽
於
市
立
小
学
校
及
び
中

学
校
の
設
置
並
び
に
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に

末
吉
地
域
及
び
財
部
地
域

の
中
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
一
校

に
再
編
す
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

再
編
の
方
式
は
、
吸
収

統
合
で
南
之
郷
中
学
校
を

末
吉
中
学
校
に
、
財
部
北

中
学
校
及
び
財
部
南
中
学

校
を
財
部
中
学
校
に
統
合

す
る
も
の
で
す
。今
日
ま
で
、

曽
於
市
立
小
中
学
校
規
模

適
正
化
推
進
本
部
を
設
置

し
、
統
合
に
向
け
て
推
進

し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
曽

於
市
中
学
校
統
合
準
備
委

員
会
及
び
曽
於
市
中
学
校

統
合
地
区
別
協
議
会
を
設

置
し
、
よ
り
具
体
的
な
調

査
検
討
が
な
さ
れ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

★�

曽
於
市
立
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（

賛
成
多
数　

可
決
）

　

中
学
校
の
再
編
に
伴
い

「
配
食
す
る
学
校
」
か
ら
南

之
郷
中
学
校
、
財
部
北
中

学
校
及
び
財
部
南
中
学
校

を
削
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
統
合
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

と
の
十
分
な
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
る
よ
う
強
い
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

条　
例

大石  集落

委員による現地調査
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★�
曽
於
市
立
保
育
所
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

本
案
は
組
織
再
編
計
画

に
よ
り
、
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
曽
於
市
立
財
部

北
保
育
所
及
び
財
部
南
保

育
所
を
民
営
化
す
る
こ
と

に
伴
い
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　

移
管
先
に
つ
い
て
は
、
二

法
人
か
ら
公
募
が
あ
り
、

７
月
27
日
の
選
考
委
員
会

を
経
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）「
恵

昭
会
」
に
決
定
さ
れ
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

★�

平
成
21
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

本
市
水
道
事
業
は
、
施

設
老
朽
化
が
進
み
安
定
経

営
の
増
進
の
た
め
年
次
的

改
良
を
行
い
建
設
改
良
工

事
12
件
３
９
７
０
万
２
千

円
、
建
設
拡
張
工
事
28
件

３
億
９
１
２
９
万
５
３
０
０

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
平
成
21
年
度
事
業
会
計

収
益
費
用
は
収
益
５
億
４

４
０
９
万
８
４
０
１
円
、
費

用
４
億
６
７
７
４
万
４
１

１
７
円
で
、
純
利
益
は
７
６

３
５
万
４
２
８
４
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

★�

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
６

年
間
延
長
が
決
定
さ
れ
た

た
め
、
市
は
新
た
な
事
業

と
し
て
、
２
１
４
事
業
、
総

額
２
４
１
億
円
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
業
内
容

は
、
交
通
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
・
産
業
な
ど
市
民
に

と
っ
て
大
切
な
事
業
で
す
。

　

特
に
道
路
の
整
備
、
農

家
所
得
の
向
上
の
支
援
、

学
校
の
整
備
な
ど
緊
急
を

要
す
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
主
財
源
の

少
な
い
曽
於
市
に
と
っ
て

財
源
の
裏
付
け
が
必
要
で

す
。

　

反
対
意
見
の
な
か
で
は
、

今
ま
で
の
総
合
振
興
計
画

に
も
な
く
大
切
な
財
源
内

訳
が
不
十
分
で
あ
る
と
の

意
見
や
、
フ
ラ
ワ
ー
公
園
づ

く
り
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
の
合
意
が
得
ら

れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
市

民
生
活
を
守
る
た
め
の
施

策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
実
施
計
画
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
再
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

★�

大
淀
川
水
系
庄
内
川
の
河

川
改
修
に
関
す
る
要
望
書

（
全
会
一
致　

み
な
し
採
択
）

提
出
者　

曽
於
市
財
部
町

下
財
部
４
４
６
６
番
地

中
谷
む
ら
づ
く
り
委
員
会

会
長　

小
園　

宗
治 

氏

★�

３
５
０
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す

る
意
見
書
採
択
の
陳
情
書

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　

鹿
児
島
市
易
居

町
２
︲
１

薬
害
C
型
肝
炎
問
題
に
取

り
組
む
鹿
児
島
県
民
の
会

代
表　

松
元　

徹 

氏

曽
於
市
大
隅
町
中
之
内
４

３
６
８
番
地小濵　

キ
ヨ
子 

氏

★�
豪
雨
に
係
る
災
害
復
旧
対

策
に
関
す
る
意
見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

７
月
上
旬
、
曽
於
市
に

お
い
て
は
局
地
的
豪
雨
に

よ
り
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
市
内
各
地
域
道
路
、
河

川
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
、

農
地
及
び
農
業
用
施
設
、

林
地
、林
道
施
設
、農
作
物
、

住
家
な
ど
極
め
て
広
範
か

つ
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

特
に
、
財
部
町
中
谷
地

区
で
は
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

早
急
に
復
旧
支
援
対
策

に
向
け
て
特
段
の
対
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
て
、

衆
参
両
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
並
び
に
関
係
大
臣
、

鹿
児
島
県
知
事
及
び
宮
崎

県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

★�

臨
時
会
の
招
集
権
を
議
長

に
付
与
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

議
会
の
招
集
権
は
、
首

長
に
あ
り
、
一
定
の
要
件
の

も
と
に
お
け
る
臨
時
会
招

集
請
求
権
が
議
長
及
び
議

員
に
あ
る
の
み
で
す
。
二
元

代
表
制
の
一
翼
と
し
て
議
会

の
機
能
を
果
た
す
た
め
議

長
が
臨
時
会
を
招
集
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
、
ま
た
は
地
方
自
治
法

１
０
１
条
第
４
項
に
規
定

す
る
「
20
日
」
を
超
え
て

も
首
長
が
議
会
を
招
集
し

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
議

長
に
そ
の
招
集
権
を
付
与

す
る
地
方
自
治
法
の
改
正

を
求
め
て
衆
参
両
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

を
推
薦
す
る
た
め
、
議
会

に
意
見
が
求
め
ら
れ
適
任

と
さ
れ
ま
し
た
。

住
吉　
　

勉 

氏　

60
歳

（
財
部
町
浦
興
禅
寺
）

伊
尻
可
壽
代 

氏　

61
歳

（
財
部
町
城
山
）

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
青
山
昭

雄
氏
の
後
任
に
熊
田
順
正

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

熊
田　

順
正 

氏　

41
歳

（
末
吉
町
上
町
）

水
道
決
算
認
定

特
別
委
員
会

陳　
情

意
見
書

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

人
権
擁
護
委
員
の
承
認

市政を問う


